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○プロフィール 

・いちご屋三倉 代表 
・経営概況 施設園芸４０a 畑作 6 ヘクタール 
・作物 いちご、アスパラガス、大豆、小麦 
・地域 北海道勇払郡むかわ町で経営 

 

○きっかけ 

2018年 9 月の北海道胆振東部地震により、実家のイチゴ農園は高設栽培設備や選果場が全壊し、廃業
寸前の状況に追い込まれました。当時、私は道外で製造業に従事していましたが、農園再建のため帰郷
しました。 
しかし帰郷後まもなく父が病に倒れ、経験の少ない私が農作業全般を担うことになります。経営状態や
作物の生育に課題を抱えながら模索を続ける中で出会ったのが、後に私の「第二の師匠」となる土壌
医・根本さんでした。 
根本さんは札幌土壌医の会を立ち上げた土壌医であり、私に土壌医資格の勉強を勧めてくださいまし
た。当時の私はイチゴ栽培を独学で学んでいましたが、根本さんは何度も圃場へ足を運び、家族以上に
農園の状況を理解されているように感じられました。 
経営的にも後がない状況だったことから、その助言を素直に受け入れ、イチゴにはマグネシウム資材の
葉面散布、黒大豆には亜りん酸の葉面散布活用してみました。すると、イチゴのハダニ被害は軽減し、
黒大豆も前年を上回る収量を得ることができました。 
この経験を通じて、独学だけでは見えない視点や知識の重要性を強く実感しました。 
その後、2022年に私が経営者となりました。しかし同時期には水田活用交付金の見直しも始まり、少



人数による畑作と施設園芸の複合経営に限界を感じていました。そのような状況の中で、最高のアドバ
イザーが身近にいたことが、農業経営の再生と土壌医資格への本格的な挑戦を後押ししてくれたので
す。 
 
○受験対策 ～2級合格から 1級合格まで～ 

土壌医資格への挑戦は、農閑期である 12 月末から始まりました。 
その際にいただいた助言は、「まずはテキストを全部暗記しなさい」というものでした。当初は半信半
疑でしたが、実際の試験は問題集以上に難解で、テキストの内容を深く理解していなければ対応できな
いことを痛感しました。 
地道に学習を続けた結果、2年目の受験で 2 級に合格することができました。 
翌年には 1 級試験へ挑戦しました。1級試験では実績レポートの提出が必要でしたが、当時は十分な実
績がなかったため、実績づくりも兼ねて土耕イチゴの土壌改良へ取り組みました。 
また、「全国協議会へ提出するレポートを先に作成しておくと良い」という助言を受け、早い段階から
業績レポートの準備を進めることができました。 
初年度の受験は記念受験のつもりでしたが、結果はレポート評価 B。翌年も B 評価でした。しかし、札
幌土壌医の会の先輩方から丁寧な助言をいただきながら改善を重ねた結果、最終的には A評価を得るこ
とができました。 
特に印象に残っているのは、「そのうち受かるくらいの気持ちで続けることが大切」という言葉です。真
面目な人ほど全力になり過ぎてしまい、数年で疲れてしまうという話は今でも心に残っています。 
私自身、学んだ知識が農業経営へ直接反映され、肥料コストの削減や収量の安定化といった成果につな
がったことで、前向きに学び続けることができました。 
 
○経営の再生 

土壌医の勉強と実践を続けた結果、経営には大きな変化が現れました。 
・土耕イチゴ：200％増収（10a あたり 1t → 10a あたり２t） 
・黒大豆：138％増収（10a あたり 3.5 俵 → 10a あたり 4.9 俵） 
いずれも地域トップクラスの収量となっています。 
また、収量だけでなく経費面でも改善が進みました。 
・土耕イチゴの灌水時間を 50％削減 
・灌水の電気代を約 20％削減 
・高設隔離土耕栽培の夏イチゴで培土交換を不要化 
特に培土交換レス化は、10a あたり 50 万円以上かかる更新費用の削減につながりました。 
こうした改善により、生産コストを抑えながら売上を伸ばせるようになり、経営にも余裕が生まれまし
た。現在では農業機械の導入や老朽化したハウス資材の更新も可能となり、先代から栽培品目は大きく
変わらないものの、農園経営は着実に再生を果たしています。 
 
〇土壌医としてのこれから 

現在、土壌医が必要とされる場面は、まだ決して多くないと感じています。 



しかしそれは、「困った時に相談できる存在」として、土壌医が十分に認知されていないためではない
かと思います。 
だからこそ土壌医は、相談を待つだけではなく、自ら現場へ足を運び、課題を見つけ、解決へ導く存在
であるべきだと考えています。 
今後は所属する札幌土壌医の会の活動に積極的に貢献し、これまで学んだ知識や経験を地域へ還元して
いきたいと思います。 
私自身もまだ道半ばです。これからも学び続けながら、少しでも地域農業の発展に貢献していきたいと
考えています。 
 
○最後に 

若い頃、北海道の生産性向上に貢献したいという思いから地元を離れ、さまざまな経験を重ねてきまし
た。 
そして今、北海道へ貢献できる可能性を持つ組織で活動できていることを、大変ありがたく感じていま
す。所属する札幌土壌医の会の皆様、そして支えてくれた家族には心から感謝しています。 
この 5 年間、わずかな農閑期の時間を活用しながら勉強を続けてきました。その過程では家族に負担を
かけた部分もあったため、これからは家族との時間も大切にしていきたいと思っています。 
土壌医試験に合格した時、ふと昔のことを思い出しました。 
製造業に携わっていた頃、元プロスノーボーダーでもあった「人生の第一の師匠」から教わった言葉で
す。 
「人は、恩を返したい相手に返せないことが多い。だからこそ、別の誰かに恩を返せるよう努力するも
のだ」 
今の私には、その両方ができる可能性があります。 
そう考えると、自分はとても幸せな人生を歩ませてもらっているのだと感じています。 
 

 


